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１．目的 

（１）里山林の次世代育成手法を開発する。伐採により健全な里山林が再生する過程を実証的に示
し、里山管理に必要な経済的社会的負担の検討を可能にする。 
（２）伐採で生産される木材を、地域内に小規模分散型の熱利用設備を導入して利用することが、
多くの主体が里山管理に関わる動機付けとなること、里山管理に社会的意義を付与することを実証
する。 
（３）伐採を伴う利用が、健康な里山林を復活させることを実証する。里山管理のあるべき方向と

管理主体のありかたを示し、社会が積極的な管理を始動するための根拠を示す。 
 

２．全期間における研究成果の概要 

 コナラを中心とした里山林を整備するための伐採種としては、間伐ではなく皆伐が最適であること

を明らかにした。皆伐から更新までに必要なコストを、市民団体を主とした作業工程の実測から検討

し、薪の生産を行うと仮定するとほぼ市場価格に近い原価となることを明らかにした。薪ストーブに

よる薪の利用には、暖房としての満足感と化石燃料削減効果だけでなく、生活に豊かさの実感をもた

らす効果があることを実証した。社会実験を行った地域では、里山管理による材が薪として資源にな

ることが明確に認識されるようになり、新たな層が里山管理へ参加するための有力な動機付けとなっ

た。また、こうした社会の変化をもたらすために有効なイベント群について整理した。以上をもとに、

小面積皆伐と薪による資源利用の組み合わせで、市民団体や自治体行政機関、地域住民を中心とした

管理主体によって、十分に実施可能な里山管理システムができることを実証的に示した。この成果を

もとに、自治体や市民団体等の管理主体が里山管理を実践する際の手引き書として「里山管理を始め

よう 〜持続的な利用のための手帳〜」を作成した。本プロジェクトで実施した里山林管理の手法に

対しては、研究開始当初より周辺自治体や市民団体、関連事業者などからの関心が高く、非常に多く

の指導、講師、公的委員会、寄稿等の依頼に対応し、普及と提言を行った。また、シンポジウム等も

積極的に主催し、社会や地域への研究成果の還元を行った。 
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５．評価結果の概要 

 里山林の育成手法とコストの研究は、現代における真に持続的な森林利用のモデルとして極めて

価値が高い。薪利用研究は、薪ストーブ導入を検討する人の背中を押す成果になった。データを共

に示すことでマイナス面を克服して使用するために役立つ成果公開を望む。システム提示と手引書

は広く使われると考えられる。自己評価に、プロジェクトの研究スタイルが実験的・挑戦的だが社

会の要請に応えたとある通り、公開講演会に多人数を集め、多くの依頼に応じ、林野庁の新たな補

助金に結びつくなど、予想以上の成果還元がすでに行われている。類例のない成果を高いレベルで

達成し、日本の森林科学と周辺分野の研究の中で突出している。 

 

６．評価において指摘された事項への対応 

 このプロジェクトで提案できた資源利用を組み込んだ里山林の維持システムを、より広範な社会

に伝えていくように努める。そのために今後とも出版、講演、研修などの機会の利用を積極的に行

っていく。 

 


